
品質には問題がないにも関わらず廃棄されてしまう余剰食品を企業や個人から譲り受け、必要としている施設
や団体・世帯に無償提供する活動などを行う“フードバンクぎふ”と「フードバンク活動に関する連携協定」を締結。
本活動をさらに発展させるべく、ＯＫＢの３拠点（ＯＫＢそうだん広場 荒尾、藤江支店、笠松支店）に余剰食品収集
場所を設置しています。また、2021年７月にあった締結式では、ＯＫＢグループ内で収集した食品約２，４００点および
フードバンクぎふの活動に賛同する「フードバンクぎふサポーター」４０６名からの支援金をフードバンクぎふへ贈呈
しました。

▲締結式で贈呈した食品

◀締結式の様子

▲表彰状受贈式の様子

ＳＤＧｓ
ー 地域とともに 持続可能な社会の実現に向けて ー

SDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献するため、
OKBグループは持続可能な社会に向けた取り組みを地域とともに実践しています。

フードバンク活動をサポート

ＯＫＢグループは１９７０年代から献血推進活動に取り組んでおり、
本店ビルでのＯＫＢグループ役職員による献血協力や、岐阜県・
愛知県の赤十字血液センターと協力して、献血センターや献血バス
での協力の呼びかけ・受付・誘導などを継続的に実施しています。
これまでのＯＫＢグループの献血推進活動が評価され、「厚生労働
大臣表彰」を受賞しました。

献血推進活動で「厚生労働大臣表彰」受賞

岐阜県養老町から「新商品開発共創プロジェクト」の企画・運営
業務を受託し、“新商品共創ワークショップ”を開催しています。
外部から講師を招き、ワークショップを通じて町内事業者、町民、
町内在勤者とともに、“養老町の新たな特産ブランド開発”を
目指しています。

▲ワークショップの様子

地域の特産ブランド開発をサポート

一人ひとりの女性の人生を
輝かせるために誕生した
女性による、女性のための
プロジェクトですプロジェクト

乳がんの早期発見･早期治療の大切さをお伝えするピンクリボン
キャンペーンを２００８年から毎年10月に実施しています。
ＯＫＢグループ全社員がピンク色のアイテムを身につけお客さま
をお出迎えしたほか、社員食堂などでピンク色の食材やがん
予防に効果が期待される食材を使用した料理が提供され、その
売り上げの一部が乳がんの啓発活動を行う団体に寄付され
ました。

女性向けの情報発信メディア「Ohisama Marché 
おひさまマルシェ」がスタート。マルシェを訪れた
ようなドキドキやわくわくをお届けしていきたいとの
想いが込められている本サービスは、女性ならではの
視点を大切にした「資産形成のためのマネー情報」や
地域の魅力をお伝えするローカル情報などを定期的
に発信しています。

東海エリアのイイものをお届け♪

ピンクリボンキャンペーンの実施

情報発信メディア
「Ohisama Marché おひさまマルシェ」開始

Ohisama Marché おひさまマルシェ
https://ohisamamarche.okb.co.jp
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災害に強い地域づくりへ貢献
“災害に強い地域づくり”へ貢献するため、ＮＴＴドコモ東海
支社と「災害時の連携に関する協定」を締結。災害時には
ＯＫＢの店舗敷地をドコモの災害復旧活動の拠点として活用
することで、通信などの迅速な復旧に取り組み、ＯＫＢの
２９店舗に備え置いている「携帯電話用充電器（マルチ
チャージャ）」により、携帯電話無料充電サービスを提供
します。また、ＯＫＢは「ＯＫＢサザンウィンド」などの移動店舗
を、ドコモは災害対策車両を派遣して被災地や帰宅困難者
をサポートします。
平時にも、両社が提供する災害時に役立つサービスの啓発
活動や合同防災訓練を実施することで、“災害に強い地域
づくり”を目指していきます。

マルチチャージャ▶

▲締結式の様子

岐阜県森林公社および木曽三川水源造成公社との無償ビジネスマッチングに基づき、森林保全への貢献を目的とする
「オフセット・クレジット」を取引先企業に紹介しています。「カーボン・オフセット」とは事業活動に伴って排出される
ＣＯ２を、吸収源である森林の環境整備などを支援することで埋め合わせ（オフセット）する考え方で、「オフセット・
クレジット」とは吸収・削減したＣＯ２量の実績を定量化し取引可能な形態にしたものです。

スキーム図

CO2吸収 CO2排出オフセット（埋め合わせ）

クレジット取得

森林公社・水源造成公社

森林整備

OKB取引先企業

活動
製造業 小売業 サービス業　など

CSR活動やSDGsの
目標達成に関する提案

オフセット・クレジット購入に関する無償ビジネスマッチング

資金

カーボン・オフセット推進をサポート

手のひら認証ＡＴＭ「ピピット」

65万人突破手のひら認証
登録者

キャッシュカード・通帳
災害時は身体ひとつで避難してください

不要！

届出印不要の預金口座

手のひら口座
震災対策定期預金

手のひら定期
無通帳型総合口座

ＯＫＢピピット口座
災害復興支援ローン

手のひらローン「ゼロplus＋」

（2021年12月）

東日本大地震をきっかけに2012年、全国初となる手のひら認証ATM「ピピット」が誕生しました。
「災害時には身体ひとつで避難してほしい」という想いを込めています。

被災地の復興を応援
東日本大震災発生から10年を迎えた2021年、１５歳から１８歳
の個人のお客さまを対象に手のひら認証の登録者数に応じて
ＯＫＢが寄付を行う「OKB『15歳から君にできること』キャン
ペーン」を実施しました。キャンペーンでは、登録者数に応じた
寄付金1,704,000円に創立125周年を迎えたＯＫＢからの
寄付金1,250,000円を合わせた総額2,954,000円を、
東日本大震災で被災した子どもたちへ幅広い支援を届けて
いるハタチ基金に寄付しました。

災害・環境対策

OKB森林共和国での森林保全活動
2015年5月に岐阜県および揖斐川町と「『OKB森林共和国』に
おける恵みの森林づくり協定」を締結し、揖斐高原スキー場ゲレンデ
跡地に「OKB森林共和国」を建国。カーボンニュートラル実現への
取り組みの一環として、森林再生に向けた植樹活動などを毎年
継続的に実施しています。

植樹の様子▶

お客さまの脱炭素経営実現をサポートすべく「環境コンサルティング」の紹介業務を開始しました。温室効果ガス
排出量算定支援などを行う企業（カーボンフリーコンサルティングおよびフルハシ環境総合研究所）を、カーボン
ニュートラルや脱炭素化などのニーズを持つお客さまに紹介しています。

「環境コンサルティング」紹介業務スタート

廃プラスチック対策
廃プラスチック対策を進めるため、店舗窓口などでお客さまに
配布していた粗品用手提げ袋や通帳ケースなどをビニール製から
紙製に変更しています。また、印刷には環境に配慮した植物油
インキを使用し、有害な廃液が一切出ない「水なし印刷方式」
を採用しています。

▲粗品袋

▲証書ケース

▲通帳ケース

（A庶 ●●●●）

この封筒の制作には、適切に管理されたFSC®認証紙および環境に配慮した植物油インキを使用し、有害な廃液が一切出ない「水なし印刷
方式」を採用しています。

この通帳には磁気テープを貼り付けていますので、スマートフォン・
テレビ・パソコンなどの磁気を帯びたものを近づけないでください。
磁気テープに不具合が生じた場合は、OKBのATMによる簡単な操作
で修復できますのでご利用ください。

◯
　
◯

おねがい

▲キャッシュカード
　ケース

（A庶 ●●●●）

この封筒の制作には、環境に配慮した植物油インキを使用し、有害な廃液が一切出ない「水
なし印刷方式」を採用しています。

（A庶 ●●●●）

この封筒の制作には、適切に管理されたFSC®認証紙および環境に配慮した植物油インキを使用し、有害な廃液が一切出ない「水なし印刷方式」を採用しています。
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▲締結式の様子

▲贈呈式の様子

地域のアグリビジネス発展をサポート
アグリビジネスにおいて将来の担い手を育成する
高校、地域の学術機関と連携を行う事業者などの
活動をサポートする「ＯＫＢアグリビジネス助成金」。
２０１４年から継続的に地域の学校や事業者へ助成金
を贈呈しており、これまでに62件の助成を行って
います。
ＯＫＢはこれからも地域のアグリビジネスの成長・
発展に貢献していきます。

岐阜テックプランターへの参画
科学技術分野の人材育成支援などを手掛けるリバネスが立ち上げた「岐阜テックプランター」は、岐阜県を中心
とした大学などの研究機関やスタートアップ企業が持つ科学技術の社会実装を促し、中長期的な目線で新たな
産業を育てていくための取り組みです。ＯＫＢは特別共催として参画しており、地元事業者・大学などの研究機関・
行政の「産学官金」一体で、東海地区の将来を担う新たな産業創出をサポートしています。

滋賀大学と“データサイエンス分野”で連携
デジタル技術で社会を変革するデジタルトランスフォーメーション
（DX）を地域で促進させようと、データや統計を分析してビジネス
に活用する“データサイエンス分野”での教育や研究において
滋賀大学と連携・協力し、新たな価値の創出や人材育成などに
取り組んでいます。
具体的には、滋賀大から講師を派遣してもらうことでOKB社員が
データサイエンスを学ぶ機会を設け、取引先のDX促進をサポート
できる人材を育成したり、滋賀大からインターンシップの学生を
受け入れたりしていく予定です。
地域の課題解決に向け、DXやデータサイエンス分野でもお客さま
をサポートしていきます。

「第１回 岐阜テックプラングランプリ」開催
２０２１年１１月、「岐阜テックプランター」の取り組みの一環で「第１回 岐阜テックプラングランプリ」を開催
しました。
このグランプリでは、書類選考を通過したベンチャー企業や大学研究者など９組が本格的な事業化を
目指して研究成果や技術を発表しました。OKBやリバネス、パートナー企業の関係者らの審査を経て
選ばれたグランプリ企業などは今後、OKBやパートナー企業の経営面・資金面でのサポートを通じて新たな
産業の創出に取り組んでいきます。

障がい者雇用を促進
OKBグループでは、障がい者の自立支援や雇用の創出拡大
に継続的に取り組んでおり、働きがいのある職場環境を整備
しています。
ＯＫＢの文書作成や書類の保管・発送などを主に営む関連会社
「ＯＫＢパートナーズ」では、障がい者雇用の促進に努める優良
中小事業主を認定する「もにす認定制度」において、全国で
初めて認定を取得しました。また、「障がい者の雇用の促進等
に関する法律」に基づく「特例子会社制度」の認定を取得して
います。
なおＯＫＢはこれまでも、障がいのある職員専用の事業所「ＯＫＢ
工房」の開設や岐阜県内すべての特別支援学校２３校と自立
支援などに関する連携協定を締結しています。

障害者雇用優良
中小事業主認定マーク
（愛称：もにす）

▲社員が活躍している様子

▲会場の様子

新たな産業の創出を目指す

企画・運営

地域開発パートナー

研究者・ベンチャーの持つ
科学技術の社会実装に向けた
支援 /共同研究の実施 など

研究室などの
科学技術の

社会実装や促進、
岐阜テックプランター
へのエントリー促進

研究者
ベンチャー

岐阜県

リバネス

新たな産業・雇用の創出
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